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音
を
追
い
か
け
て

ま
は
ら

三
桃

一
年

組

氏
名
【

】

☆
『
音
を
追
い
か
け
て
』
を
声
に
出
し
て
読
ん
で
、
次
の
課
題
に
取
り
組
も
う
。

一
、
作
品
の
大
体
を
捉
え
よ
う
！

○
登
場
人
物
・
・
・
（

未
来

）
と
（

咲

）
＝
（

中
学
一
年
生

）

○
舞
台
に
な
っ
て
い
る
場
所
・
・
・
（

音
楽
室

）
→
（

自
分
の
部
屋

）
→
（

校
門

）

○
季
節
・
・
・
※
だ
い
た
い
の
予
想
で
は
（

春
か
ら
夏
に
か
け
て

）

○
作
品
の
時
間
・
・
・
（

放
課
後

）
→
（

夜

）
→
（

朝

）

二
、
作
品
の
で
き
ご
と
と
、
主
人
公
の
心
情
の
変
化
を
読
み
取
ろ
う
！

場
面

で

き

ご

と

心

情

（

出
だ
し

）
を
失
敗
す
る
。

→
（

緊
張
し
た

）
気
持
ち

（

先
輩

）
に
と
が
め
ら
れ
る
。

→
（

劣
等
感
、
恥
ず
か
し
い

）
気
持
ち

１

（

咲

）
と
話
す
。

→
（

う
ら
や
ま
し
い

）
気
持
ち
や

（
ひ
が
み
、
自
分
を
否
定
す
る
）
気
持
ち

先
輩
に
「
ふ
て
く
さ
れ
ん
な
よ
。」

→
（

疑
問
や
不
思
議
な

）
気
持
ち

「
そ
れ
よ
り
、
も
っ
と
自
信
を
も
て
よ
。
」

と
言
わ
れ
る
。

自
信
が
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
な
（
小
学
生

→
（
な
に
か
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
）
気
持
ち

の
時
の
）
を
見
る
。

（

先
輩

）
の
声
が
思
い
出
さ
れ
る
。

（
ち
ぐ
は
ぐ
、
は
っ
き
り
し
な
い
）
気
持
ち

２

（
二
人
の
笑
顔
の
写
真
）
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ

→
（
考
え
込
み
、
迷
っ
て
い
る
）
気
持
ち

ト
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。

早
起
き
し
て
（

朝
の
練
習
に

→
（

前
向
き
な
、
意
欲
的
な

）
気
持
ち

一
番
乗
り

）
し
よ
う
と
す
る
。

誰
よ
り
も
早
く
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
た
の

→
（

確
信
し
て
い
る

）
気
持
ち

は
、
（

人
一
倍
練
習

）

を
し
た
か
ら
だ
と
思
い
出
す
。

→
（

自
分
を
肯
定
す
る

）
気
持
ち

３

（
や
る
だ
け
や
っ
た
自
分
の
こ
と
は
、
信

じ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
）
と
う
な
ず

く
。

→
（

意
欲
に
あ
ふ
れ
た

）
気
持
ち

（

咲

）
の
姿
が
見
え
、
（
咲
ち
ゃ
ん

お
は
よ
う
、
と
叫
ん
で
走
り
出
す
。
）

三
、
作
品
を
読
ん
で
の
感
想
を
自
由
に
書
こ
う
！


